
自
分
の
柔
道
を
出
し
切
る

　
兄
の
影
響
で
柔
道
を
始
め
た

の
は
小
学
校
１
年
生�

か
ら
で
す
。

本
格
的
に
全
国
を
意
識
し
始

め
た
の
は
中
学
生
の
頃
か
ら
で

す
が
、
中
学
の
時
は
ま
だ
勝

利
へ
の
欲
が
足
り
な
か
っ
た
気

が
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
常

磐
高
校
に
進
学
し
て
か
ら
は
、

毎
試
合
「
自
分
の
柔
道
を
出
し

切
る
」
と
い
う
強
い
意
識
を

持
ち
、
常
に
前
に
出
る
攻
撃
的

な
柔
道
を
心
が
け
て
き
ま
し

た
。
９
月
17
日
に
行
わ
れ
た
全

�

国
大
会
で
、
準
々
決
勝
で
一

度
は
敗
れ
つ
つ
も
、
そ
こ
か
ら

も
う
一
度
気
持
ち
を
切
り
替

え
て
敗
者
復
活
戦
を
勝
ち
上
が

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
自

分
が
以
前
よ
り
精
神
的
に
成

長
で
き
た
証
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
憧
れ
の
選
手
は
ア
テ
ネ

五
輪
78
キ
ロ
級
で
金
メ
ダ
ル
を

取
っ
た
阿
武
教
子
選
手
。
過
去

２
回
の
五
輪�

で
は
初
戦
敗
退
だ

っ
た
の
に
、
３
度
目
の
挑
戦
で

金�

メ
ダ
ル
を
取
る
精
神
力
は
す

ご
い
！
私
も
阿
武
選
手
の
様
に

気
持
ち
の
強
い
選
手
に
な
り
た

い
で
す
。

学
生
日
本
一
を
目
指
し
て

　
お
正
月
と
夏
休
み
の
数
日
以

外
は
毎
日
練
習
し
て
い
ま
す
。

私
の
得
意
技
は
払
い
腰
で
す
。

し
か
し
、
最
近
は
対
戦
相
手
に

研
究
さ
れ
、
以
前
よ
り
技
が
か

か
り
に
く
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
は
い
か
に
早
く
自
分
の
組
み

手
を
つ
く
り
、
そ
こ
か
ら
得
意

技
に
つ
な
げ
ら
れ
る
か
を
意
識

し
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
３
位
に
な
れ
た
こ�

と
で
、

全
日
本
柔
道
連
盟
強
化
選
手
に

指
名
さ
れ
、
柔
道
日
本
一
を
決

定
す
る
講
道
館
杯
全
日
本
女
子

体
重
別
選
手
権
大
会
へ
の
出
場

権
も
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

高
校
卒
業
後
は
大
学
に
進
学
し
、

高
い
レ
ベ
ル
の
中
で
柔
道
を
続

け
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
中
学

校
体
育
の
教
員
免
許
状
も
が
ん

ば
っ
て
取
得
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
世
界
選
手
権
や
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
い
っ
た
大
舞
台
も

意
識
し
ま
す
が
、
私
は
ま
だ
日

本
一
に
な
っ
た
こ
と
が
無
い
の

で
、
学
生
日
本
一
に
な
る
こ
と

が
今
の
夢
で
す
。
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今月の料理人は小八林の
　　　和田  八重子さん

●手軽にできる簡単料理

ほうれん草としめじのお浸し

全
国
大
会
で
3
位
、夢
は
学
生
日
本
一
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人口と世帯　●平成17年11月１日現在（対前月比）

　■人口　194,695人（+93）　男　97,557人（+64）・女　97,138人（+29）　■世帯　73,971世帯（+291）（＋00/＋00）

環境にやさしい大豆油インキ

古紙配合率100％再生紙を
使用しています。

　「市報くまがや」は、自治会や区を通してお届けします。また、市役所・行政センター・出張所・公民館・駅連絡所などでもお配りしています。インタ
ーネットでも「市報くまがや」をご覧になれます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       「市報くまがや」は毎月１日（原則）に発行します。URL���http://www.city.kumagaya.lg.jp/

■材料（４人分）
　ほうれん草 ………２４０ｇ
　しめじ ……………  ８０ｇ
　生姜……………１/２かけ
　塩…適量／酒…大さじ１
■作り方
①ほうれん草を少量の塩でゆで、水で冷やし水気
　を切ってから３cmに切り、だし割り醤油（Ａ）で
　和える。 
②しめじは石づきを落としてからほぐし、酒をか
　け、レンジに１～２分かける。 
③生姜は皮をむき、みじん切りにする。

◆農業振興課
　☎内線442

④①②③を合わせ、だし割り醤油（Ｂ）で和え、盛り
　つけて出来上がり。 
◎お好みで醤油は加減してください。鰹節をかけて
　　　　　　　　　　　　　　　　もおいしいです。

あ
ん�

�の
　
の
り�

�
�こ

醤油 小さじ1強
だし汁 大さじ１
醤油　 小さじ２
だし汁 大さじ１

A
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第
８
回 

全
日
本
女
子
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会 

第
３
位

　
　
　
　
　
　
　
全
日
本
柔
道
連
盟
強
化
選
手
　

青
　
木
　
　
恵
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
常
磐
高
等
学
校〈
群
馬
県
太
田
市
〉３
年
生
・
西
城
）

め
ぐ
み

男子部員と組み手をする青木さん　　　　　　　　　　常磐高等学校正面玄関前にて

主な内容主な内容

URL   http://www.city.kumagaya.lg.jp/

市報

200512 第3号平成17年

■市長就任のあいさつ
■市政ワイド
　あなたなら、どうしますか ほか
■市政情報
■くらしの情報

■いきいき元気 みんなの健康
■文化施設情報
■くまがや フォト・ニュース 
■くまがや東西南北
■夢追い人

富岡新熊谷市長初登庁
11月6日の熊谷市長選挙において、当選した富岡市長が、
7日に初登庁しました。
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み
ん
な
で
創
る
熊
谷
新
時
代

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、先
般
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

市
民
の
皆
様
の
絶
大
な
ご
支
援
の
も
と
、
無

投
票
当
選
を
果
た
し
、
11
月
６
日
、
合
併
後

の
新
「
熊
谷
市
」
の
初
代
市
長
に
就
任
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
年
10
月
１
日
、
古
く
か
ら
、
交
通
の
要

衝
と
し
て
栄
え
、
県
北
最
大
の
都
市
と
し
て

政
治
・
経
済
・
教
育
・
文
化
の
中
心
都
市
と

し
て
歴
史
と
伝
統
に
彩
ら
れ
た
熊
谷
市
、
文

化
財
や
豊
か
な
田
園
環
境
に
恵
ま
れ
た
大
里

町
、
妻
沼
聖
天
山
な
ど
優
れ
た
文
化
財
や
観

光
資
源
、
歴
史
上
の
著
名
人
を
有
す
る
妻
沼

町
が
合
併
し
、
新「
熊
谷
市
」
と
な
り
、
さ
ら

に
新
た
な
魅
力
を
持
っ
た
都
市
と
し
て
羽
ば

た
こ
う
と
す
る
こ
の
時
期
に
、
ま
さ
に
、
熊

谷
新
時
代
を
拓
く
べ
く
、
市
政
の
大
役
を
任

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
大
変
感
激
を

し
て
お
り
ま
す
。

　
新
た
な
歴
史
の
は
じ
ま
り
に
際
し
、
こ
の

歴
史
と
伝
統
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
新
「
熊
谷

市
」
が
将
来
に
わ
た
り
県
北
の
中
心
都
市
で

あ
る
よ
う
努
力
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
の
思
い
を
強
く
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

市
民
皆
様
の
信
頼
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
よ
う
、
限
り
な
い
情
熱
を
持
っ
て
市
政
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
決
意
を
新
た
に

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
私
は
新
「
熊
谷
市
」
の
市
政
を
預

か
る
に
あ
た
り
、
熊
谷
新
時
代
を
拓
く
と
い

う
理
念
の
基
、
次
の
４
つ
の
目
標
を
掲
げ
ま

し
た
。

�

●
４
つ
の
目
標

一
、
元
気
な
ま
ち
・
豊
か
な
ま
ち
を
創
る
た

　
め
、
積
極
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
市
民

　
の
集
う
ま
ち
を
目
指
し
ま
す

　�

少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
、
都
市
の
活
力
低

下
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
新
「
熊
谷
市
」
は
勇

気
や
元
気
を
も
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
市
民

を
応
援
し
、
都
市
の
活
性
化
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
、
ま
ち
を
愛
し
、
地
域
を
愛
し
、
人
を
愛

　
す
る
ハ
ー
ト
フ
ル
な
市
民
の
育
成
と
、
協

　
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

　
ま
ち
は
、
人
が
い
る
こ
と
で
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ち
に
住
む
人
が
、
ま
ち
や

地
域
、
人
を
愛
す
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
機
能
が
働
き
、
ま
ち
に
潤
い
が
生
ま
れ

ま
す
。
ま
た
、
地
域
課
題
が
複
雑
化
・
多
様

化
す
る
今
日
、
市
民
と
行
政
が
力
を
あ
わ
せ

て
、
役
割
分
担
し
な
が
ら
ま
ち
の
課
題
に
取

り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
市
民
と
分
か
ち
合
い
、
協

働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
大
切
だ

〜
新
生
熊
谷
市
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
〜

ご
あ
い
さ
つ

熊
谷
市
長

　
富
　 

岡
　
　  

清
市長室を訪問した熊谷西小学校２年生の児童と富岡市長

と
考
え
て
い
ま
す
。

三
、
高
コ
ス
ト
低
満
足
市
政
か
ら
低
コ
ス
ト

　
高
満
足
市
政
へ
の
転
換
を
目
指
し
ま
す

　
今
、
全
国
の
地
方
自
治
体
の
財
政
状
況
は

非
常
に
悪
化
し
て
い
ま
す
。
費
用
対
効
果
を

最
大
限
に
発
揮
さ
せ
、
よ
り
高
い
効
率
性
を
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熊
谷
市
長
選
挙（
結
果
）

　
11
月
６
日
執
行
の
熊
谷
市
長
選
挙
の

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
立
候
補
届
出
日
（
告
示
日
）
の
午
後

５
時
ま
で
に
、
届
出
の
あ
っ
た
候
補
者

が
、
一
人
で
あ
る
た
め
、
富
岡
清
氏
が
、

無
投
票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

◆
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
内
線
３
９
７�

●
県
北
中
核
都
市
の

　
　
さ
ら
な
る
発
展
を

　
　
　
　
　
　
　
め
ざ
し
て

　
新
「
熊
谷
市
」
は
、
荒
川
・
利
根
川
と
い

う
２
大
河
川
を
有
す
る
埼
玉
県
内
の
最
初
の

市
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
国
道
や
幹

線
道
路
、
鉄
道
の
結
節
点
と
し
て
交
通
拠
点

性
を
持
つ
県
北
の
中
核
都
市
で
あ
り
、
県
内

で
も
有
数
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
優
れ
た

観
光
資
源
、
豊
か
な
自
然
を
有
す
る
ほ
か
、

国
体
で
培
っ
た
市
民
活
動
の
高
ま
り
と
い
う

大
き
な
財
産
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
財
産

を
最
大
限
に
活
か
し
、
今
ま
で
以
上
に
『
都

市
機
能
と
暮
ら
し
や
す
さ
の
融
合
し
た
都

市
』
へ
と
発
展
さ
せ
る
た
め
、
新
た
な
る
決

追
求
す
る
な
ど
の
行
財
政
改
革
を
進
め
、

質
の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
コ
ス
ト
で
提

供
で
き
る
よ
う
努
め
、
市
民
に
満
足
い
た

だ
け
る
施
策
の
実
現
に
努
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

四
、
合
併
後
に
お
け
る
熊
谷
市
、
大
里
町
、

　
妻
沼
町
の
市
民
の
融
和
を
目
指
し
ま
す

　
旧
熊
谷
市
、
旧
大
里
町
、旧
妻
沼
町
に
は
、

先
人
た
ち
の
創
り
あ
げ
た
歴
史
と
文
化
が
あ

り
、
ま
ち
に
誇
り
を
持
ち
、
よ
り
良
い
ま
ち

を
創
ろ
う
と
お
互
い
が
競
い
あ
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
合
併
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
と

文
化
を
共
通
の
財
産
と
し
て
捉
え
て
、
ま
ち

が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
よ
う
に
、
気
持
ち
も
ひ

と
つ
に
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

4つの目標を実現するために
　「子育て・教育」「安心・安全」「市民参加」「健
康・福祉」「環境」「産業」「都市機能」「行政改
革」の８つの分野から具体的な施策を約束いた
しました。

1　子育て環境・教育環境を充実します

　子育て支援のための学童クラブの充実、小中学

校の学力向上対策、生涯学習の充実等に取り組ん

でまいります。

2　安心なまち・安全なまちを創ります

　自主防災組織の拡充、地域ぐるみの防犯組織づ

くり、ＪＲ熊谷駅周辺の防犯拠点の設置、ハザー

ドマップの作成等に取り組んでまいります。

3　すべての人が協働して参画する社会を創ります

　雇用の男女平等推進やＤＶ対策、ＮＰＯ法人・

地域ボランティアの倍増、協働事業提案制度の創

設等に取り組んでまいります。

4　健康・福祉のまちを創ります

　スポーツ熱中宣言都市の推進、介護予防対策の

メニューづくり、高齢者虐待防止ネットワークシ

ステムの構築等に取り組んでまいります。

5　環境を大切にするまちを創ります

　こども環境教育の拡充、アスベスト対策の緊急

実施、太陽光発電システムの導入等に取り組んで

まいります。

6　ブランド力のある元気な産業を育てます

　地産地消の推進、熊谷ブランドの創造と全国展

開、企業立地を促進するための産業振興条例の制

定等に取り組んでまいります。

7　生活しやすい都市機能の充実したまちに育て
　ます

　都市計画道路の早期供用開始、安全でおいしい

水の安定供給、旧市町の動脈となる道路網整備等

に取り組んでまいります。

8　自立した地方自治のため行政改革を進めます

　新ハートフルミーティングの実施、市民満足度

評価調査の実施、コンビニでの市税納付の実現等

に取り組んでまいります。

意
の
も
と
で
情
熱
と
誠
意
を
も
っ
て
、
全
力

で
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
よ
り
一

層
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。


